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福祉の心を
実現する

公約実現めざしてがんばります
市
会
議
員

大
脇
和
代

市
会
議
員

谷
川
ま
ゆ
み

市
会
議
員

森

ゆ
き
子

市
会
議
員

入
江
次
郎

会
保
障
費
削
減」

で
す
。
２
０
０
６
年
６

月
に
は
自
民
・
公
明
に
よ
る
12
本
も
の

「

医
療
改
革
関
連
法」

が
強
行
さ
れ
、「

後

期
高
齢
者
医
療
制
度」

や「

特
定
健
診
制

度」

創
設
、
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
、

「

新
医
師
研
修
制
度」

導
入
な
ど
改
悪
が

進
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が「

医
療
崩
壊」

を
招
い
た
大
き
な
要
因
と
考
え
ま
す
が
市

長
の
見
解
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。
②
救
急
医

療
体
制
の
充
実
を
求
め

ま
す
。
後
送
輪
番
体
制

待
機
料
の
引
き
上
げ
、

診
療
科
目
に
よ
る
差
額

解
消
、
中
播
磨
地
域
救

命
セ
ン
タ
ー
設
置
、
市

独
自
の
救
急
電
話
相
談

シ
ス
テ
ム
構
築
等
の
具

体
化
を
明
ら
か
に
。「

お

子
さ
ん
の
救
急
対
応
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク」

の
普
及

や
県
の
小
児
救
急
医
療

電
話
相
談
の
一
層
の
周

知
を
求
め
ま
す
。
③
35

都
府
県
医
師
会
の「

後

期
高
齢
者
医
療
制
度」「

中
止
・
見
直
し」

の
意
見
書
、
日
本
医
師
会
の「

社
会
保
障

費
２
千
２
百
億
円
の
削
減
反
対」

の
新
聞

「

意
見
広
告」

な
ど
医
療
現
場
か
ら
の
切

実
な
要
求
が
あ
り
ま
す
。
救
急
医
療「

あ

り
方
検
討
会」

や「

フ
ォ
ー
ラ
ム」

、「

医

療
を
考
え
る
市
民
グ
ル
ー
プ」

等
の
中
で

市
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。
今
こ
そ

立
場
の
違
い
を
超
え
て「

医
療
の
危
機
打

開」

の
た
め
市
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
求

め
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し「

医
療
費
抑

制
路
線
の
転
換
を」

求
め
て
く
だ
さ
い
。

【

石
見
市
長
答
弁】「

医
療
崩
壊」

の
抜
本

的
解
決
に
は
国
を
あ
げ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
国
は
こ
れ
ま
で
医
師
養
成
数
の

抑
制
や
医
療
費「

適
正
化」

推
進
を
進
め

て
き
た
が
、
医
師
不
足
を
認
識
し「

安
心

と
希
望
の
医
師
確
保
ビ
ジ
ョ
ン」

を
ま
と

め
具
体
化
を
検
討
中
。
市
と
し
て
は「

救

急
医
療
体
制」

を
は
じ
め
医
療
の
充
実
む

け
鋭
意
取
り
組
む
。

【

河
原
生
活
審
議
監
答
弁】

「

お
子
さ
ん
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク」

や
県
の「

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（

♯
８
０
０
０
番）」

は
昨
年
度
か
ら
姫
路

市
子
育
て
ガ
イ
ド「

に
こ
に
こ
ラ
イ
フ」

に
掲
載
し
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
合
わ
せ

て
配
布
。
本
年
、
６
月
か
ら
救
急
医
療
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
配
布
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

①
10
月
４
日
の
東
京
都
妊
産
婦
救
急
搬
送

後
死
亡
事
件
や
、
昨
年
の
姫
路
市
で
の
救

急
搬
送
男
性
死
亡
事
件
な
ど
、
医
師
不
足

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
何
故
こ
こ
ま
で

「

医
療
崩
壊」

が
進
ん
だ
の
か
。
原
因
は

国
に
よ
る
臨
調
行
革
路
線
の「

医
療
費
亡

国
論」

と
１
９
８
２
年
・
９
７
年
の
医
学

部
定
員
削
減
、
そ
し
て
小
泉
内
閣
の「

構

造
改
革
路
線」

の
医
療
費
自
然
増
を
削
減

す
る
た
め
の「

毎
年
２
２
０
０
億
円
の
社

日
本
共
産
党
の
谷
川
ま
ゆ
み
議
員
は
12
月
２
日
、
姫
路
市
議
会
平
成
20
年
度
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
た
ち
、
①
医

療
費
抑
制
路
線
を
国
民
的
連
帯
で
転
換
し
よ
う
に
つ
い
て
３
点
、
②
自
治
体
の
責
任
で
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
２

点
、
③
真
の「

人
権」

施
策
の
推
進
で「

同
和
行
政」

の
終
結
を
に
つ
い
て
３
点
、
④
教
育
に
つ
い
て
２
点
、
⑤
み
ん
な

が
集
い
楽
し
め
る
地
域
夢
プ
ラ
ン
の
実
施
を
、
の
計
５
項
目
に
つ
い
て
石
見
市
長
等
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
民
的
連
帯
で
医
療
費
抑
制
路
線
の
転
換
を

11月定例会 日本共産党・谷川まゆみ議員が一般質問
毎年2,200億円の
社会保障費削減 医療費抑制路線の転換を国に求めよ

高
齢
者
の「

無
保
険」

増
や
す「

後
期
高
齢
者
医
療
制
度」

は
廃
止
を

救
急
医
療
で
の
市
の
役
割
は
重
要
、立
場
の
違
い
超
え
て
先
頭
に



①
分
娩
で
き
る
医
療
機
関
と
産
婦
人
科
医

師
の
確
保
を
求
め
ま
す
。
市
内
の
分
娩
で

き
る
産
婦
人
科
医
療
機
関
は
４
病
院
、
８

診
療
所
で
す
。
妊
婦
の
救
急
搬
送
は
平
成

18
・
19
年
ま
で
は
４
回
ま
で
の
要
請
の
搬

送
で
あ
っ
た
の
が
、
今
年
は
６
回
・
７
回

が
一
件
ず
つ
と
最
多
は
14
回
の
要
請
後
の

搬
送
で
す
。
姫
路
医
療
セ
ン
タ
ー
は
昨
年

４
月
か
ら
分
娩
で
き
な
く
な
り
、
今
年
７

月
か
ら
婦
人
科
も
休
止
に
な
り
ま
し
た
。

姫
路
市
だ
け
で
な
く
周
辺
自
治
体
に
と
っ

て
大
問
題
で
す
。
市
内
の
産
婦
人
科
医
師

の
人
数
や
ベ
ッ
ド
数
を
把
握
し
安
心
し
て

出
産
で
き
る
よ
う
市
と
し
て
医
療
機
関
に

①「

姫
路
市
人
権
教
育
及
び
啓
発
実
施
計

画」

に
あ
る
平
成
20
年
度
の「

同
計
画
評

価
会
議（

仮
称）」

設
置
と
実
施
状
況
の

検
証
・
評
価
は
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
②
何
故「

イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ」

に
新

た
に「

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー」

が
必
要
か
、

経
過
と
す
で
に
あ
る
施
設
と
の
位
置
づ

け
・
住
み
分
け
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ

い
。
③「

地
域
改
善
対
策
厚
生
資
金
貸
付

制
度」

は「

平
成
19
年
度
一
般
会
計
決
算

特
別
委
員
会
委
員
長
報
告」

や「

包
括
外

部
監
査
野
結
果
報
告
書」

の「

早
期
廃
止

と
滞
納
の
適
切
な
処
理」

の
指
摘
ど
お
り

早
急
な
廃
止
を
強
く
求
め
ま
す
。
さ
ら
に

「

特
定
目
的
住
宅」

や「

人
権
教
育
推
進

事
業」

な
ど
特
別
な
制
度
は
廃
止
し
、
必

要
な
こ
と
は
一
般
施
策
化
す
る
な
ど
見
直

す
べ
き
で
す
。
明
確
な
ご
答
弁
を
。

【

前
田
交
流
振
興
局
長
答
弁】

今
年
度
に「

計
画
評
価
会
議」

設
置
す

姫路市政や市議会、日本共産党へのご意見・ご要望を多数お寄せ下さい

①
学
校
の
序
列
化
や
過
度
な
競
争
を
あ
お

る「

全
国
学
力
テ
ス
ト」

の
結
果
公
表
は

引
き
続
き
行
わ
ず
、
推
進
し
て
き
た
自
民

党
内
部
か
ら
も
コ
ス
ト
な
ど
疑
問
の
声
が

あ
が
る
よ
う
な
テ
ス
ト
に
は
参
加
す
る
必

要
が
な
い
と
考
え
ま
す
。
②「

魅
力
あ
る

姫
路
の
教
育
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム」

で
地
域

の
教
育
力
は
ど
う
な
る
か
疑
問
で
す
。
来

年
度
開
校
の
白
鷺
小
・
中
学
校
の
各
学
年

40
人
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
都
市

の
経
験
で
は
特
色
づ
く
り
や
意
識
改
革
と

い
う
名
の
も
と
選
択
性
と
統
廃
合
が
結
び

つ
き
、
地
域
の
教
育
力
の
低
下
、
過
密
校

化
・
小
規
模
校
化
な
ど
学
校
の
二
極
化
な

11
月
22
日
・
23
日
、
広
嶺
中
学
校
区
地

域
夢
プ
ラ
ン「

自
衛
隊
体
験
入
隊—

ふ
る

さ
と
を
守
っ
て」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
体
験
、
暗
視
ス

コ
ー
プ
体
験
、「

イ
ラ
ク
派
遣
体
験
談」

の
聴
講
で
す
。
市
の
地
域
夢
プ
ラ
ン
の
位

置
づ
け
で
あ
る「
地
域
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
歴
史
・
文
化
・
自
然
等
の
地
域

資
源
を
見
直
し
、
生
か
し
、
地
域
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
実
施
す
る
こ
と
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め」

る
と
い
う
趣

旨
に「

自
衛
隊
体
験
入
隊」

は
ふ
さ
わ
し

だ
さ
い
。

【

石
田
市
長
公
室
長
答
弁】

参
加
者
は
１
日
目
、２
日
目
と
も
12
人
。

【

谷
川
２
問】

妊
婦
搬
送
の
要
請
回
数
の
多
い
方
は
未

受
診
の
方
で
経
済
的
理
由
が
多
い
。
せ
め

て
国
の
交
付
税
措
置
分
９
回
の
無
料
妊
産

婦
健
診
の
実
施
を
求
め
ま
す
。
先
進
他
都

市
に
な
ら
い
地
区
総
合
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

を
求
め
る
と
と
も
に
、
も
っ
と
市
民
論
議

を
求
め
ま
す
。
地
域
夢
プ
ラ
ン
実
施
に
あ

た
っ
て
は「

公
金」

を
使
い
全
地
域
に
よ

び
か
け
る
の
で
誰
も
が
参
加
で
き
る
も
の

が
求
め
ら
れ
、（

60
人
定
数
に
対
し）

12

人
の
参
加
で
は
意
義
が
薄
い
。

い
も
の
で
す
か
。
思
想
信
条
・
意
見
の
異

な
る
も
の
に「

公
金」

を
使
う
公
的
事
業

と
し
て
は
不
適
切
で
は
な
い
で
す
か
。
田

母
神
航
空
幕
僚
長
更
迭
問
題
や
イ
ラ
ク
自

衛
隊
派
遣
違
憲
判
決
の
確
定
、
石
見
市
長

が
10
月
11
日
の
Ｆ
Ｍ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
で
、
ピ

ー
ス
フ
ル
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
特
別
ゲ
ス
ト

と
し
て
の
平
和
発
信
発
言
か
ら
み
て
も
姫

路
市
が
進
め
て
き
た「

平
和」

の
取
り
組

み
と
も
相
反
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

市
と
し
て
ど
う
指
導
・
助
言
し
た
か
、
参

加
人
数
も
含
め
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
く

み
ん
な
が
集
い
楽
し
め
る
地
域
夢
プ
ラ
ン
に

要
請
し
必
要
な
支
援
等
、
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
②
政
府
は
追
加
経
済
対
策
で
妊
婦
健

診
代
14
回
分
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。「

飛

び
込
み
出
産」

を
防
ぐ
た
め
に
も
姫
路
市

で
も
14
回
の
健
診
無
料
化
を
図
る
べ
き
。

実
施
に
必
要
な
予
算
を
試
算
し
て
く
だ
さ

い
。

【

河
原
生
活
審
議
監
答
弁】

県
の
試
算
で
は
妊
婦
一
人
当
た
り
の
健

康
診
査
に
係
る
経
費
は
14
回
分
で
10
万
円

弱
だ
が
助
成
の
具
体
的
な
方
法
や
負
担
割

合
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
必
要
な
予
算
見

込
み
額
を
提
示
で
き
な
い
。

安
心
し
て
出
産
で
き
る

自
治
体
の
責
任
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い

る
予
定
だ
っ
た
が
最
終
年
度
の
21
年
度
に

評
価
と
検
証
を
合
わ
せ
て
行
う
懇
話
会
を

設
置
す
る
よ
う
計
画
を
改
定
す
る
。「

人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー」

の
必
要
性
は
平
成
18

年
度
開
催
の「

設
置
等
検
討
協
議
会」

か

ら
報
告
さ
れ
た
。「

地
域
改
善
対
策
厚
生

資
金
貸
付
制
度」

は
平
成
22
年
度
の
固
定

真
の「

人
権」

施
策
の
推
進
で「

同
和
行
政」
の

終
結
を

資
産
税
減
免
制
度
廃
止
に
あ
わ
せ
、
こ
の

制
度
も
廃
止
す
る
。「

地
域
改
善
向
け
住

宅（

特
定
目
的
住
宅）」

は
全
庁
的
に
検

討
し
早
期
改
善
に
努
力
す
る
。

【

松
本
教
育
長
答
弁】

人
権
教
育
推
進
事
業
は
一
般
施
策
と
し

て
推
進
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

ど
重
大
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

同
プ
ロ
グ
ラ
ム」

に
よ
り
一
部
学
校
選

択
性
導
入
、
公
立
幼
稚
園
の
廃
止
、「

適

正
規
模
化」

の
名
に
よ
る
小
学
校
の
統
廃

合
は
地
域
の「

教
育
力」

を
弱
め
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
破
壊
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
が
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

【

松
本
教
育
長
答
弁】

「

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査」

に
参
加

は
す
る
が
、
数
値
公
表
は
し
な
い
。
白
鷺

小
・
中
の
校
区
外
募
集
は
モ
デ
ル
校
と
し

て
実
施
し
た
の
で
全
市
的
に
学
校
選
択
性

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。
統
廃
合
で
校

区
が
拡
大
す
る
こ
と
が
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考

え
て
い
な
い
。

教
育
に
つ
い
て

医療機関と産婦人科医師の確保を安 心 し て
分娩できる

市段階で妊婦14回無料健診制度実現を
地
域
の
教
育
力
を
弱
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
破
壊
す
る
幼
稚
園
廃
止
や
小
学
校
統
廃
合
を
や
め
よ

広
嶺
校
区
地
域
夢
プ
ラ
ン「

自
衛
隊
体
験
入
隊」（

定
数
60
人
に
12
人
参
加）

は
意
義
が
薄
い


